
早稲田大学環境総合研究センター（WERI）・ 

ふくしま広野未来創造リサーチセンター 

ふくしまから伝えたいこと、 

知らなければいけないこと。 

日時：2019 年 1 月 27 日（日）10:30～17:30 

会場：福島県楢葉町みんなの交流館ならは CANvas 

主催：早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター 

ふくしま学（楽）会実行委員会 

早稲田大学レジリエンス研究所（WRRI） 

共催：福島県広野町  

後援：福島県楢葉町、双葉地方町村会、 

早稲田大学アジア太平洋研究センター（WIAPS） 



総合司会：阿部加奈子（広野町復興企画課主任主査）

【開会 10:30-10:40】 

10:30-10:32  開会挨拶：松岡俊二（早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター長・

早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授）

10:32-10:40  御 挨 拶：遠藤 智（広野町長）

松島武司（一財・福島イノベーション・コースト構想推進機構大学等連携コーディネーター） 

【テーマ１ 今、福島で取り組んでいること（まちづくりと住民参加） 10:40-11:50】 

10:40-10:45  テーマ１概要説明：小松和真（広野町復興企画課課長補佐）

10:45-11:00  報告１：高校生から（ふたば未来学園高校・原子力防災探究班）

11:00-11:15  報告２：大学生から（塩見綾子・杉本拓也・早稲田大学学生）

11:15-11:30  報告３：大学から（渡邊晃一・福島大学人間発達文化学類教授）

11:30-11:50 コメント：窪田亜矢（東京大学大学院工学系研究科特任教授）、松本昌弘（楢葉町建設課

都市計画係主任主査）、根本賢仁（広野わいわいプロジェクト理事長）、

【テーマ２ 今、福島のめぐみを活かすこと（持続的な農林水産業の創造と地域再生） 11:50-13:00】 

11:50-11:55  テーマ２概要説明：大手信人（京都大学大学院情報学研究科教授） 

11:55-12:10  報告１：高校生から（ふたば未来学園高校・アグリ・ビジネス探究班）

12:10-12:25  報告２：大学から（則藤孝志・福島大学経済経営学類准教授）

12:25-12:40  報告３：地域団体から（中村良三・プラネットフォーまちづくり推進機構代表取締役）

12:40-13:00 コメント：岡田久典（早稲田大学環境総合研究センター上級研究員）、高津敏治（福島相双

復興推進機構営農再開グループ調整課統括チーム参事）、吉田恵美子（NPO 法人

ザ・ピープル理事長）、二瓶直登（東京大学大学院農学生命科学研究科准教授） 

【昼食・休憩 13:00-14:00】 

【テーマ３ 今、福島から考える未来のこと（再生可能エネルギーとスマートタウン） 14:00-15:10】 

14:00-14:05  テーマ３概要説明：永井祐二（早稲田大学研究院准教授） 

14:05-14:20  報告１：高校生から（ふたば未来学園高校・再生可能エネルギー探究班）

14:20-14:35  報告２：大学から（小野田弘士・早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科教授）

14:35-15:10 コメント：稲垣憲治（京都大学プロジェクト研究員）、小山田大和（一社・エネルギーから

経済を考える経営者ネットワーク会議専務理事）、島村守彦（いわきおてんと

SUN 企業組合事務局長） 

プログラム 
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【テーマ４ 今、福島について知りたいこと（1F 事故処理・廃炉と汚染水問題） 15:10-16:20】 

15:10-15:15  テーマ４概要説明：菅波香織（未来会議事務局長） 

15:15-15:30  報告１：高校生から（ふたば未来学園高校生の演劇）

15:30-15:45  報告２：大学から（関谷直也・東京大学大学院情報学環総合防災情報研究センター准教授）

15:45-16:00  報告３：地域団体から（菅波香織・未来会議事務局長、弁護士）

16:00-16:20 コメント：森口祐一（東京大学大学院工学系研究科教授）、奥田修司（経済産業省資源

エネルギー庁原子力政策課廃炉・汚染水対策官）、崎田裕子（ジャーナリスト・ 

環境カウンセラー）、福島県観光交流局観光交流課 

【パネルディスカッション 16:20-17:20】 

16:20-16:30  議論の進め方：松岡俊二（早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター長・

早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授）

16:30-17:20  総合討論：南郷市兵（ふたば未来学園高校副校長）、佐藤公則（デロイトトーマツ・シニア

ヴァイスプレジデント）、磯辺吉彦（広野わいわいプロジェクト事務局長）

【閉会 17:20-17:30】 

勝田正文（早稲田大学環境総合研究センター所長・早稲田大学環境・エネルギー研究科長・

早稲田大学理工学術院教授） 

【終了 17:30】 

本事業は、平成 30年度 大学等の復興知を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業および早稲田大学 W-BRIDGE

の支援により実施しています。 
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WATANABE,  Koichi

         

  
The Institute  of Regional Creation by Arts 

   
 

 

 

3 

    
   (2004,  2006,  2008,  2010,  2012, 2014,  2016, 2018) 

 (2007,2009,2010,2013) 

  (2014) 

      (2016,2017,2018) 

        (2018) 

   (2011 )
4 

 

annual

5 

2014 2017  
47 8252 38 1697  

5 4  

    277  
    : 1148  

2016  
          21  

5

   715 7  
   : 2380

       2018  
       54 8380 38 1697  

1 3  

       236 55  
       : 240

       2016  
       57  

7 3  
     : 1 7  

     :59  

        2016  
2 8000 38 1697  

800 500  

   199 0.004  
   : 200  

6 

11



JAPAN TIMES        2011 /16

7 8 

 

 

 

9 

9 9  
   10 13 11 4  
  10 11 23   

81  

 

 
 

 
 

 
 

 
Md,  

 
 

 

10 

11 

culture

civilization

12 

12



13 

13



  

  WS  

  

  

 

 
 

 

 
 

14



2 2019 1 27  

• 7 H28  
• 5 H27  
• 4 H28  
• 5 H28  
• 8 H27  
• 4 H28  
• 11 H27  
• 8 H28  
• 19 H27  
• 5 H27  

7 H28
5 H27
4 H28
5 H28
8 H27
4 H28
11 H27
8 H28
19 H27
5 H27

H29,7  2 

 
3 

•
•
•

•

 

4 

 

 
 

 
 

 
 

 
5 

 

•
•
•
•

•
•

6 

15



2 

3 4 

5 6 

16



7 

 

8 

9 

A B 

C 

10 

11 12 

17



18



2015 9

19



2

3 4

( )
( 13 11 )

5

 
1965 40  

 

31  
 

 

 
 

 
 

 

 

 
31  

6

20



7 8

9 10

11 12

21



13 14

15 16

G

G

17 18

22



19 20

21

 
 
23



(
) 

 

W-BRIDGE
 

 

 

2 

( ,
 

 

 

( ) ( 9 ) 

(
64 , ) 

(
1 24 ( 60 ) 

3 

( ) 

 
W-BRIDGE

 

 

4 

 

 

 
HNRM

 

 

5 

 

 
PPS 

 

 

 

FIT  
 

 

 

 6 

24



  

 
 

 

 

 

 

CO2  

7 

2011

2011

8 

25



1 
2 

3 4 

6 

26



 

27



28



29



H.ONODA H.ONODA

2

H.ONODA

3

H.ONODA

4

H.ONODA

5

H.ONODA

6

 
 
30



H.ONODA

7

H.ONODA

8

14 downdraft fix bed gasifers in Kyawzan village
(Rural, far away from national grid)

Raw-rice husks, Plant Size- 20 to 150 kW 
Use –rice mills/ rice bran mill/ electrification only/steam boiler

By Dr. Ye Min Htut (DRI)

H.ONODA

9

H.ONODA

10

H.ONODA

11

H.ONODA

12
400W 10kW

LPG

LPG

10kWLPG

12

31



H.ONODA

13

H.ONODA

14

H.ONODA

•
•
•

15

H.ONODA

16

H.ONODA

17

H.ONODA

18

400W 10kW

LPG

LPG

10kWLPG

 
 
32



1 

H31.1.27  
 

 
O M 
 

 
 

 
O M  

 
 

 

 

2 
 
 

 

33



•
•
•
•
•
•

•

•

•

•

•

•

•
•

 
 
34



 

 
 

 

 
•

•

•

•

•
•
•  

 

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•

 

•  
•

 
•

 
•  
•  

•  
•
•
•

•
•  3 

 

4 

 
 

 
 

 
 

 
JA 

 

1950
1981
1982
1978 1980

–

5

35



 
 

 
 

80  
 
 

   
 

 
 

2014  
 

 
PR  

 
PR  

 
 

UPDATE  6 

 

 
 

 
 

 
15  

 
 

 
 

 
 

 

7 

 
Q13.

 

8 

49.7% 
35.3% 

23.7% 
72.3% 

63.3% 
41.0% 

44.3% 
50.0% 

16.7% 
48.3% 

42.0% 
43.7% 

39.0% 
34.0% 

23.3% 
29.0% 

37.7% 
37.7% 

43.3% 

47.5% 
51.7% 

22.1% 
67.8% 

48.3% 
32.8% 

49.0% 
42.6% 

14.6% 
30.3% 

32.8% 
33.5% 

26.8% 
26.0% 

24.8% 
22.3% 

34.3% 
34.5% 

39.8% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021  
 
 
 

N=300  
N=1200  

 

 
 

Advanced Liquid Processing System 

9 

 

10 

(1) 

11 

 
 
36



(2) 

12 13 

JF

14 

•
•
•
•

15 

 

Q3. 900

 SA  

16 

 
Q14.  

17 

37



/  

Q7.
 

SA  

18 

 

Q8.
 SA  

19 

 

 
•

 

•

20 

 
 
38



 

 
NPO  
NPO  

1 

HP)

YUKO SAKITA 

CO2  
2020  

  
 

R  

 

2 

 
 

YUKO SAKITA OUKOYUKO SAKITSAKITSAKITAA

 
 

 
 

 
 

2222222

NGO  

YUKO SAKITA 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

WS  

YUKO SAKITA 4 

5 YUKO SAKITA 6 YUKO SAKITA 

NDF  
2016 2017 2018  

HP  HP  

 
 
39



Panel Discussion Keynote
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We can know more than we can tell. Michael Polanyi
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早稲田大学レジリエンス研究所（WRRI）　http://www.waseda.jp/prj-matsuoka311/index.html 

【レジリエンス研究所の紹介】

レジリエンス研究所は、2011 年 5 月にスタートした早稲田大学重点領域研究機構・東日本大震災復興研究拠点「複合巨大

クライシスの原因・影響・対策・復興に関する研究：原子力災害とリスク・ガバナンス」や 2012 年 8 月から開始した文部科

学省原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ「原子力産業への社会的規制とリスク・ガバナンスに関する研究」などの共同

研究の積み重ねの上に、2014 年 5 月に設立された。本研究所は、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災と福島原発事故を契機と

し、原子力安全規制と福島復興について調査研究を行っている。幅広い観点から「フクシマの教訓」とは何かを検討し、今

後の原子力政策のあり方、原子力ガバナンスや福島復興について考える。
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【ふくしま広野未来創造リサーチセンター】 

リサーチセンターの紹介

早稲田大学は、福島の方々や学内外の関係者のご協力を得て、このたび地域リサーチセンターとして「ふくしま広野未来

創造リサーチセンター」を福島県広野町に設置しました。早稲田大学地域リサーチセンターは、早稲田大学環境総合研究セ

ンターが大学キャンパス外に設置する学術研究の現場機関です。早稲田大学環境総合研究センターは、環境・エネルギー問

題や地域の持続性に関する調査研究を行う研究機関であり、現場・現物・現実主義を旨とします。ふくしま広野未来創造リ

サーチセンターは、国際社会が取り組む持続可能な開発目標（SDGs）なども踏まえ、福島に根ざした持続可能な開発課題に

対する学術調査研究を通じて、世界のモデルとなる持続可能な地域再生のあり方を福島の皆さんとともに考えます。

本地域リサーチセンターの名称は「ふくしま広野未来創造リサーチセンター」としましたが、福島県浜通り地域を中心と

した福島復興に関する学術研究拠点として機能すべく、その中核を福島県広野町に置き、周辺市町村や各種団体・組織など

とともに地域社会の持続可能な未来を共に考え、共に創っていきたいと考えています。 

ふくしま学（楽）会 

早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンターは、ふくしま学（楽）会を「世代を超えて、地域を超えて、分野を超

えて」、福島復興の現状と今後の地域再生について学び、考え、討議する「場」として位置づけ、これまで 2 回開催した。2018

年 1 月に第 1 回ふくしま学（楽）会を開催し、その後、4 つの具体的なテーマに基づき 2018 年 8 月に第 2 回ふくしま学（楽）

会を開催した。今回の第 3 回ふくしま学（楽）会では、長期的かつ広域的な観点から福島県浜通り地域の未来のあり方を考

え、4 つのテーマに関する具体的な取り組みや提案について議論を行う。 

【第 1 回ふくしま学（楽）会（2018 年 1 月 28 日）福島県広野町で開催】 

【第 2 回ふくしま学（楽）会（2018 年 8 月 4 日）福島県広野町で開催】 
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早稲田大学出版部 ブックレット〈「震災後」に考える〉のご紹介 

（お買い求めは、Amazon 等でお願い致します。） 

早稲田大学出版部 復興論文集のご紹介 

45



構想

日［日］平成 年2 3
12：00 ~ 15：00（開場 11：30）

定 員：250名（先着順とさせていただきます）

会 場： グランパルティいわき

シンポジウム

お問い合わせ　申込方法
福島イノベーション・コースト構想シンポジウム事務局
（株式会社福島中央テレビ内）

申し込みは裏面申込書またはＨＰからお願いします

（9:30～17:30）

http://www.fct.co.jp/innovation/

024-931-1451

　福島イノベーション・コースト構想は、東日本大震災及び原子力災害によって失われた福島県浜通り地域等の産業を回復するため、当地域の
新たな産業基盤の構築を目指す国家プロジェクトです。
　本シンポジウムでは、ロボットやエネルギーなどの構想に関する具体的な取り組みを紹介することを通して、構想とみなさまの生活との関わりを
考えます。

31 月

イ福島 ノベーション コースト
第3回

参加費

無料

プログラム構成

主 催：公益財団法人福島イノベーション・コースト構想推進機構
共 催：福島県・復興庁・経済産業省

申込締切：１月３０日（水）まで

ふくしまの暮らしを変える「イノベーション」

福島県いわき市平谷川瀬明治町３０

12:00～12:20

12:20～13:05

13:05～13:20

13:20～14:10

14:10～15:00

開会・あいさつ

第１部：エネルギー先進地への挑戦
・工藤 拓毅氏（一般財団法人日本エネルギー経済研究所 理事）
・菅野 昇孝氏（株式会社富士ピー・エス 代表取締役執行役員社長）
・渡邉 千春氏（合同会社SUSKENERGY（サスケナジー）代表社員）
・大和田野 芳郎氏（福島県ハイテクプラザ所長）

展示・交流

第２部：各分野で活躍！県内学生の取組紹介
・福島工業高等専門学校（「第３回廃炉創造ロボコン」で第３位）
・会津大学（「ワールドロボットサミット２０１８」で優勝）
・中島 達雄氏（読売新聞東京本社科学部次長）

第３部：ふくしまロボット未来予想図
・古田 貴之氏（千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター所長）
・伊豆 智幸氏（株式会社イームズラボ 最高技術顧問）
・駒形 政樹氏（FPV Robotics株式会社 代表取締役社長）
・田所 論氏（東北大学大学院情報学科研究科 教授）

いわき駅

東邦銀行

常磐線

国道6号

アリオス

グランパルティいわき

いわき市役所

かんのや

旅館五月 オートバックス

P
P

小
名
浜湯

本

東
京

いわき平競輪

（事前申込制）



こちらの方向から送信してくださいお申込記入日

年 月

〈必要事項にご記入の上、FAXにてお申し込みください。〉

※頂きました個人情報は「第3回 福島イノベーション・コースト構想シンポジウム」に関することのみに使用します。
※プログラムは変更になる場合がございます。
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日

第3回 福島イノベーション・
コースト構想 シンポジウム

福島イノベーション・コースト構想シンポジウム事務局（株式会社福島中央テレビ内）：福島県郡山市池ノ台１３－２３



━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

■早稲田大学レジリエンス研究所（WRRI）

第 8 回原子力政策・福島復興シンポジウム 

「東日本大震災と福島原発事故から 8 年～未来世代から原子力バックエンド問題と福島復興を考える～」 

ご案内 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

	 早稲田大学は、レジリエンス研究所（WRRI）主催「第 8回原子力政策・福島復興シンポジウム：東日本大
震災と福島原発事故から 8年～未来世代から原子力バックエンド問題と福島復興を考える～」を、2019年 3月
7日（木）午後、早稲田大学早稲田キャンパス 19号館にて開催いたします。皆様のご来場をお待ちしておりま
す。 

【本シンポジウムの目的】 

	 東日本大震災・福島原発事故から 2019 年 3 月 11 日で 8 年を迎えます。早稲田大学は、2011 年 5 月に東日
本大震災復興研究拠点を設立し、早稲田大学の知的共同体としての叡智を結集し、被災地復興に貢献すべく研

究を行ってまいりました。 
	 本シンポジウムでは、原子力バックエンド問題（高レベル放射性廃棄物・HLW の地層処分問題）などの現

在世代における社会的合意形成が困難な課題を、未来世代の観点も含めて議論します。また、福島からの参加

者を交えて、30 年後・50 年後の福島県浜通り地域の「かたち」から、今、福島復興にとって何が必要なのか
について議論したいと考えています。 

【開催概要】 

------------------------------------------------------------ ------------------------------------------------------------ 
・日  時：2019年 3月 7日（木）13：00～17：00（受付開始：12:30）
・場  所：早稲田大学早稲田キャンパス 19号館（早稲田大学西早稲田ビル）7階・710教室

http://web.waseda.jp/gsaps/access/     
・定  員：60名（先着順・無料）
・申込・問い合わせ先：メールにてお申込み、お問い合わせ下さい。

【宛先】 jyuten-fukkou※list.waseda.jp（※を＠（半角）にして送信ください） 

【件名】シンポジウム申込 
【内容】 1．氏名（フリガナ）	 2．ご所属	 3．メールアドレス 

・主  催：早稲田大学レジリエンス研究所（WRRI）
http://www.waseda.jp/prj-matsuoka311/index.html 

・後 援：早稲田大学総合研究機構、早稲田大学アジア太平洋研究センター（WIAPS）
早稲田大学環境総合研究センター（WERI）・ふくしま広野未来創造リサーチセンター 

※本シンポジウムは早稲田大学総合研究機構からの助成を受け開催します。

------------------------------------------------------------ ------------------------------------------------------------ 

■プログラム	 ※プログラムは都合により変更になる可能性があります。

MC：Choi Yunhee（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科・博士課程）	

13:00：開会 

【基調報告 13:05-13:30】  

松岡俊二	 （早稲田大学レジリエンス研究所・所長、早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター長、 
	 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科・教授・研究代表者） 

「どのように未来世代へ『フクシマの教訓』を伝えるのか：1Fを世界遺産へ（再論の可能性）」 



【第１部 13:30-15:00】 

未来世代から原子力バックエンド問題などの社会的合意形成が困難な課題を考える 

モデレーター：師岡愼一（早稲田大学理工学術院・特任教授）

報告 1  

藤田玲子（ImPACTプログラム・マネージャー） 
「ImPACTプログラム・核変換による高レベル放射性廃棄物の大幅な低減・資源化−新しい選択肢の提案−」 

報告 2  

松本礼史（日本大学生物資源科学部・教授）・竹内真司（日本大学文理学部・教授） 
「未来世代からみた地層処分の社会的受容性」 

討論： 

討論者 1：森口祐一（東京大学大学院工学系研究科・教授） 
討論者 2：工藤	 充（大阪大学 COデザインセンター・特任講師） 
討論者 3：井上	 弦（長崎総合科学大学総合情報学部・准教授） 
討論者 4：黒川哲志（早稲田大学社会科学総合学術院・教授） 
討論者 5：友成真一（早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科・教授） 

総合討論 

【休憩 15:00-15:15】 

【第２部 15:15-16:55】 

30 年後・50 年後の福島県浜通り地域の「かたち」から福島復興を考える 

モデレーター：勝田正文（早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科長・教授）

報告 1  

桶田	 敦（テレビユー福島報道制作局専門局長） 
「8年目の福島と 30年後の福島を考える」 

報告 2 

小松理虔（ローカルアクティビスト、福島県いわき市） 
「福島、新復興論：文化と復興」 

討論： 

討論者 1：遠藤	 智（福島県広野町長） 
討論者 2：瀬川至朗（早稲田大学大学院政治学研究科ジャーナリズムコース・教授） 
討論者 3：菅波香織（未来会議事務局長・弁護士、福島県いわき市） 
討論者 4：窪田亜矢（東京大学工学部都市工学科・地域デザイン研究室・復興デザイン研究体・特任教授） 
討論者 5：島村守彦（いわきおてんと SUN企業組合・事務局長） 
討論者 6：大手信人（京都大学大学院情報学研究科・教授） 

総合討論 

【閉会挨拶 16:55-17:00】 

松岡俊二（早稲田大学レジリエンス研究所・所長、早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター長、 
早稲田大学大学院アジア太平洋研究科・教授・研究代表者）	



早稲田大学環境総合研究センター・ふくしま広野未来創造リサーチセンター 

〒169-8050 東京都新宿区西早稲田 1-6-1 9 号館 155 室 

TEL：03-5286-8354 FAX：03-5286-8359 

本資料の無断複写（コピー）は、著作権法上での例外を除き、禁じられています。 

2019年 1月 27日 




